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１．開 会 

２．あいさつ 

３．議事  

（１）平成 31年度実施分地域予算提案事業について 

≪平成 31年度実施分地域予算提案事業について資料に基づく説明≫ 

公衆便所の浄化槽の排水はどう処理するのか。 

裏参道に自宅の排水を繋いでいる U 字溝があるので、そこに接続する予定。浄化

槽から約 130ｍ配管して流すという計画である。 

子どもの安全対策事業で、防犯ののぼり旗は、当初の予定では 100本だったが、30

本に変更となっている。のぼり旗は消耗品であり、風で壊れやすいので、毎年何本

か増やしたいので継続事業として計画に入れた方がよい。 

数量については、他の消耗品と調整することにより変更は可能である。 

毎年購入することはできるか？ 

事業として提案すれば、購入できる。 

他の事業も行う中、毎年購入するのは妥当ではない。まとめて購入し 2～3 年使用

するのが良いのでは。 

設置場所やのぼり旗の管理をどうするかにより、購入本数を検討していきたい。 

防犯ベストは、地域会議からまちづくり実働組織に渡すのか？ 

市から学校を通して安全ボランティアに配布する予定。 
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のぼり旗について、他の種のぼり旗の設置もあるので、学校の負担が増える。活用

の仕方や使い方を考えた方が良い。 

担当課においても、のぼり旗の管理が問題だと認識している。公共施設や協力いた

だける自治会等に管理してもらうことで考えている。 

この案のとおり、地域予算提案事業計画書を市長に提出することでよろしいか？ 

≪全委員了承≫ 

（２）その他 

（仮称）文化芸術館・文学館の見直しについて（情報提供） 

≪（仮称）文化芸術館・文学館の見直しについて資料２に基づく説明≫ 

新斎場建設地再検討方針について（情報提供） 

≪新斎場建設地再検討方針について資料３に基づく説明≫ 

赤羽根遺跡の案内板設置について 

≪赤羽根遺跡の案内板設置について資料４に基づく説明≫ 

平成 32 年度実施分地域予算提案事業として検討するかどうか、審議をお願いした

い。 

以前も出た問題である。赤羽根遺跡だけでなく、他の地区でも同じような箇所を調

査し、赤羽根遺跡も含めて看板を設置したら良いのでは。 

ふれあいトークの意見であれば、地域予算ではなく市で設置すればいいのでは。 

文化芸術館などの建物を造るばかりでなく、歴史も考えて欲しい。 

昨年度、看板設置については、畑に説明の看板を設置するだけで意味があるのか等

により地域予算提案事業として採択されなかった。 

国道 50号建設工事の際に出てきた遺跡の資料はあるのか。 

本が岩舟総合支所にある。 

岩舟町に資料館がなく、町では展示できなかったため、資料は県が保管している。 

文化財として残したいので、地域予算提案としてではなく、地域会議からの要望と

して市に看板設置を要望するのは可能か？ 

要望はできるが、対応できるかは分からない。担当課と調整したが、地域予算とし

て提案した方が早くできる。 

地域予算の候補としてテーブルにのせてよいか。 

平成 31年度実施分の地域予算提案事業は決定したので、それ以降になる。平成 32

年度に地域予算として行いますとは言えない。 

赤羽根自治会に対し、平成 32 年度実施分の地域予算提案事業の候補の一つとして

検討することで回答してよろしいか。 

≪全委員了承≫ 

他に委員から意見はあるか。 

自分は、地域会議は地域の問題を出し合って協議していくものだと考えている。地

域会議で、道路に歩道を付けて欲しいという住民の意見を、要望として話し合うこ

とは可能か？ 

住民から挙がっていれば可能。正式な要望を出せば、回答もある。 

担当課からの情報提供は、ホームページを見れば分かる。担当課が地域会議に来て

直接意見が言えると良い。 
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市民の要望は、社会福祉協議会で行っている我が事丸ごと事業の会議でも出てい

る。街灯や道路についてなど色々あるが、要望は一度ではなく、何度も出した方が

良い。 

学校も通学路の安全点検を行い、要望箇所を挙げても、毎年同じ回答が来る。しか

し、それでも要望はしなければならない。違う切り込みで要望を挙げるべきだ。 

他に意見は。 

斎場再整備検討委員会に参加した。三谷の検討地は、土砂災害危険地域だが、そこ

をクリアできるかどうか。なぜ、20 数回も話し合って決めたことを再検討するん

だという意見が多数あった。 

他に意見は。 

来月の地域会議は、現在意見聴取もないため、委員の皆様から議題がなければ中止

を検討している。 

来月の地域会議を中止としてよろしいか。 

≪全委員了承≫ 

（３）その他 

・9月 29日 地域自治交流会の開催について 

・9月 20日 地域会議だよりの発行 

・平成 30年度地域予算提案事業 岩舟総合運動場遊具設置事業完成報告 

・実働組織の活動報告 新聞記事（災害図上訓練ＤＩＧ） 

・9月 20、21、27日 まちづくりふれあいトークの開催 

４．閉会 

 


